
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 実際、インターネットからニュースを仕入れる生徒も多く、新聞から調べてくることを徹底できなかった。しかし、毎時間、ニュースを紹介することは、社会への関心をもつことにつながった。今後とも継続したい。
	TextField2: 毎時間生徒たちは楽しみにしている。新聞やニュースを見るようになったという意見が多かった。
	TextField2: 各紙を生徒に見せたり、教員から記事を紹介するなどをした。基本的には自宅で調べてきてスピーチをさせる。スピーチ後は、最低１人から質問や感想を述べさせるようにした。現代社会と教科書の内容をつなぐように授業展開をしたこともある。
	TextField2: 年間を通じて実践。全て２単位ものの授業なので、各クラス年間６０回前後になる。
	TextField2: スピーチを聴く姿勢、スピーチ後の補足説明を聴く姿勢、どれだけ新聞やニュースを見るようになったかの聞き取り調査、アンケート調査等を実施する。
	TextField2: 現代社会の事象に興味・関心を持たせる。また、教科の内容につなげ、授業内容を充実させる。
	TextField2: 毎授業最初の５分間で実施
	TextField2: 地歴公民科・世界史A、政治・経済、日本史A（約300名）
	TextField2: 全学年
	TextField2: 西岡　秀和
	TextField2: 高知市立高知商業高等学校
	TextField1: 新聞記事スピーチ



